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１．概要

• 本県の「へき地医療対策」については、
第７次医療計画（H30～R5）に基づき推進。

• 第８次医療計画（R6～R11）においても、
国の指針等を踏まえ、本県の「へき地の医療体制

構築に係る指針」を策定する必要がある。
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２．策定のポイント R5.5.19厚生労働省「令和５年度第１回医療政策研修会」資料９から抜粋



○へき地における医療介護連携体制の確保
・へき地の住民が住み慣れた地域で健康を維持し、必要な医療を安心して受けることができる体制の整備
○へき地医療を担う医療従事者の確保
・へき地医療を支える総合診療・プライマリケアを実施する医療従事者の計画的な確保
・へき地医療の担い手として高い志と能力を持った人材を中・長期的に養成

○無医地区・無歯科医地区の現状
・無医地区は６市町２０地区（R4）
・無歯科医地区は８市町２４地区（R4）
○医療従事者の状況
・医療施設従事医師数の７７．６％が東部医療圏に
集中
・歯科医師、薬剤師、看護職も含め、医療圏ごとの
偏在がみられ、特にへき地において医師不足が
顕著

○へき地の医療提供体制
・へき地診療所・過疎地域等特定診療所
・へき地医療拠点病院
○へき地医療を支援する機関等
・地域医療支援機構
・地域医療支援センター
・社会医療法人
・県医師会
○その他の体制
・ ドクターヘリによる救急搬送体制

○人口減少
○医療従事者の確保
○医療提供体制の確保
○交通手段の確保

へき地医療の現状 課題

目指すべき方向

今後の取組

○へき地診療所の維持・強化
・外来と在宅の医療を提供する機能を持つこと
・訪問看護、訪問歯科、訪問リハビリテーション、訪問保険薬局と
連携していること

○へき地における在宅療養支援体制の整備
○へき地医療を担う医師の確保
・へき地診療所に勤務する医師のキャリア形成の仕組みの確立
○へき地の医療機関に従事する医療従事者の養成・確保
・へき地の医療機関と連携が必要な在宅医療従事者を計画的に
育成し、関係市町村と連携し、へき地に定着させる施策を実施

○ドクターヘリの効率的・効果的な運航
○通院のための交通手段や患者搬送手段の確保
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３．へき地医療体制の整備（案）
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（参考）へき地医療におけるロジックモデル

【へき地の住民に対する保健指導・予防】

【へき地における診療体制の維持・医師確保】

【へき地医療への支援】

指標 南部・西部医療圏におけるドクターヘリの運行状況

指標

・へき地医療拠点病院数

・へき地診療所等に派遣する自治医科大学出身医師数

・へき地医療に関して一定の実績を有するものとして認定

を受けた社会医療法人数

6

ドクターヘリの運航

4

へき地診療所等への代診医・医師派遣の調整

指標

・へき地医療支援機構の数

・へき地医療支援機構の専任・併任担当官数

・へき地の医療従事者確保を検討する協議会等の開催
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へき地診療所等の診療機能の向上・維持が図られている

指標

・へき地医療拠点病院の主要３事業の年間実績

・へき地医療拠点病院の必須事業の実施回数

・地域医療総合対策協議会等におけるへき地の医療従事者

確保の検討回数

・遠隔医療等ICTを活用した診療支援の実施状況
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へき地診療所等への代診医・医師派遣の取り組み

へき地における医療提供体制が確保できている
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へき地医療等の従事者育成

指標

・へき地診療所等の診療・巡回診療の実施日数

・へき地診療所等の訪問診療（歯科含む）・訪問看護の実

施回数
指標

・自治医科大学出身医師数

・徳島県医師修学資金の貸与医師数

へき地における医療従事者の確保

指標

・へき地診療所の医師数

・へき地診療所の医師以外の医療従事者数（歯科医師、看

護師、薬剤師等）

・無医地区における健康診断の受診者数

・無医地区における健康相談の相談者数

1

へき地の住民が住み慣れた地域で健康を維持し、必要な医療を安

心して受けることができている
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へき地診療所等の維持

指標

・無医地区における健康診断の実施回数・受診者数

・無医地区における健康教育の実施回数

・無医地区における健康相談の実施回数・相談者数

・へき地診療所等の診療・巡回診療の実施日数

・へき地医療拠点病院の中で主要３事業の年間実績が12回

以上の医療機関の割合

・へき地医療拠点病院の中でへき地医療拠点病院の必須事

業の実施回数が年間1回以上の医療機関の割合

指標
・へき地診療所数

・過疎地域等特定診療所数

2

1

へき地の住民に対する保健指導の実施

指標

・無医地区における健康診断の実施回数

・無医地区における健康教育の実施回数

・無医地区における健康相談の実施回数

1

へき地の住民が保健衛生状態を管理することができている

指標



（参考）へき地医療体制

救急医療機関

徳島県地域医療支援センター

○医師のキャリア形成支援
○医師の配置調整
○医師の確保対策 等

民間医療機関

診療支援・代診医師派遣等

ほか

へき地医療拠点病院

巡回診療、医師派遣

県立中央病院
県立三好病院
県立海部病院
徳島赤十字病院
国民健康保険勝浦病院
つるぎ町立半田病院
那賀町立上那賀病院

○無医地区等における地域住民の
医療確保
○専門的な医療や高度な医療へ搬送
する体制の整備
○歯科診療
・口腔管理・歯科医療の提供

へき地診療所

連携

へ き地

救急搬送
○ドクターヘリ専用機の運航

○医師修学資金貸与事業
○臨床研修医の養成・確保
○総合医の育成支援
○夏期地域医療研修事業
○ドクターバンク事業 等

徳島県の医師確保の取組

徳島県地域医療支援機構

自治医科大卒医師

市町村派遣

診療支援

医師会・歯科医師会

ＮＰＯ法人，各種拠点病院

医療DXの推進による診療支援

連携

社会医療法人

徳島県医師修学資金貸与医師
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